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グローバルな目でみたオホーツク海

　オホーツク海は北半球における海氷域の南限であり海氷の変動が非常に大きい。この海氷の存

在や変動がリージョナルだけでなくグローバルにも気候形成や気候変動に大きな影響を与えてい

る可能性がある。

一方、オホーツク海は北太平洋で唯一大気に接した水が中層へ潜り込める海という点でも注目さ

れる海である。世界の海水の8-9割を占める中深層水の水がどこで大気と接しているか（これを
ventilationという）は、熱や二酸化炭素などの物質の（大気海洋間の）交換、ひいては地球規模の
気候変動に極めて重要である。オホーツク海は太平洋の中層(200-800m)に広がっている北太平洋
中層水のventilationのソースであり、熱や二酸化炭素などの物質を大気から海洋中層に運べる海域
である。

2月の海氷分布と平均気温（1979-2002年）

北太平洋の中層水

海水は同じ密度面（等密度面）
に沿って流動する。
等密度面上での水温・酸素な
どの分布を見ると、海水の起源
や流動の様子がわかる
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海水は同じ密度面（等密度面）
に沿って流動する。
等密度面上での水温・酸素な
どの分布を見ると、海水の起源
や流動の様子がわかる

Itoh et al., 2003

ポテンシャル
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溶存酸素

AVHRR SSM/I

Kimura and Wakatsuchi, 2004
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海氷生産量の見積もり
　（熱収支と衛星データより） 中層(等密度面上）での水温

高密度陸棚水

海氷生産量の見積もり
　（熱収支と衛星データより） 中層(等密度面上）での水温

高密度陸棚水

Ohshima et al., 2003
Itoh et al.,2003

(Shcherbina et al., 2003; Science)

海氷期

塩分増加

高密度陸棚水生成を捉えた観測
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オホーツク海

海氷の生成と海水の変化

• 寒気
– 海氷の生成

• 中層に比重の重
い海水が沈降

寒気

冷却
塩分

冷・塩分大

暖・塩分小

海水の比重

冷たい・比重重い
中
層

海氷生成

高密度陸棚水のもぐり込み

オホーツク海の沿岸域、特に北西陸棚域は

海氷生産量が大きい海域である。これはシ

ベリアからの厳しい寒気と卓越風向が沖向

きのために、できた海氷（新生氷）が沖へ

次々流され大量の海氷生産が行なわれるこ

とによる。この陸棚域では、海氷生成に伴

う高塩分水（ブライン）の排出が多量にな

されることにより、高密度陸棚水が生成さ

れる。この水は北太平洋の表層でできる水

では最も重い水で、オホーツク海さらには

北太平洋の中層（200-800ｍ）へと拡がっ
ていく。つまり、この海域は北太平洋の中

層へ大気からの熱や二酸化炭素などの物質

を運びえる重要な海域なのである。
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オホーツク海での、この50年の中層水の水温と酸素量の変化
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冬

Serreze et al. [2000]

Nakanowatari et al., ２００７
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オホーツク海
北太平洋亜寒帯

鉄の供給源

Nishioka et al. [2007]、一部改変

オホーツク海

北太平洋 北太平洋

鉄濃度（nM）

深
さ
　

• 植物プランクトンの
三大栄養素

– リン、窒素、ケイ素
• ＋鉄が必要

安定

消失
鉄

植物プランクトン
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15

酸素

豊富な漁業資源

北太平洋

オホーツク海
北太平洋中層循環システム

• ただし、仮説の段階

オホーツク海

大気の冷却

海氷生成

中層の海洋循環酸素

鉄分

•重く冷たい水

2007年10月10日
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高密度陸棚水の生成減少
オホーツク中層水の昇温化（海峡が深い：～2000ｍ）

北太平洋中層水昇温のソース
鉛直循環の弱化
中層への鉄の供給の弱化？
生物基礎生産力の減少？　→　漁業資源の減少？　
海洋のCO2吸収能力の減少？

北太平洋へのインパクト

オホーツク海の海氷減少

ユーラシア大陸北東部での秋・冬の昇温化（地球上最大）

オホーツク海上への冬の季節風の寒気の弱化


